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ココクノウ (CalandrasasakiiTakahashi)

がコクノウ (CalandraoryヲaeL･)･と共に,.歩
穀及び共他の貯蔵穀物の重要なる′事由なること

は･今更言う迄も年いが,殊に経年各種準虫事の

防除封策が展創咋論ぜられる様になり'之等の貯

穀の宇虫咋関しても,一般の認識が高まって釆た

ことは争えない事賓である･.

併しながら,今日迄ココクタ,中年関する研究は

きわめに僅かであ､つて,殊にその生理或ひは生態

等竺ついての空胞 的垂 は,単年に重痛 く車扱
d研究者によ･つて二三行われたに過ぎない.尤も

之琴は主として温漁鹿保件を稜々炉壁えた場合の

研究であって,米穀の含水丑と･の関係については

未だ殆k.ど行われて居ない現状である･筆者は米

穀の含水丑と,ココクノウの増譜との錆係につい

て,昭和16年12月より同17年8月迄本質験を試み∫
た .短期間の賃験のため,末女不十分ではあるが

虫にその成銃を述づる.ことiする･

本研究を行うに貰って御懇切なる御指導を賜わ

った*Jlr'徳永両先生並びに常'{御萩野な畠御援

助を典えられた研究墓員各位に封し,深甚の感謝

あ忠な変する次第である.､､

･1.貿故材料並びに方法 .
太研究を行うに貰っては;芦-4ケ月間像め含水
丑を調節して監いた昭和16年度京都産 ｢旭｣の玄

米を用Vi,米の含水丑は夫}rll.4%,114.6%,16

.8%,17.'8%,19.0%,の5区とし,境々につい～

て瓶 (16.8%区のみ旺4瓶)を設けた.夫々の瓶に1

は長年京都大挙真率部昆虫撃研究塁に於いて飼育

審殖 (25ccにて)_むつ けゞて釆た,'ココクゾウ雌雄

各6現宛を親として入れた.'CL,この場合,衣

.として選んだ虫は何れも新しく羽化晩出した正常
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なものである･用いた瓶は何れも蒔き8･4cm直 L

筏6cm(内径5.7ctL),瓶-tjの内在5cmの鰐口瓶 :

であって,1.%れに40grの供試玄米及び供試虫6

封を坤 てゴム栓を&'し,B..K中 れも6 0･2-

0･4m声 の毛細管を施して,･供試玄米の含水丑硬
化を防ぎ,且p寄生蜂の侵入を厳重に防止する'*

め'K,毛細管の下端は和紙rtて掩うことiした.

親虫庄夫々30日間瓶中に保った後,直ちに之を取

除き,それ'より新らしく羽化脱出する第-0世代成I
虫を,はじめは毎日,後には2-3日日毎に,深紅

脱出路に近づtJlては短日1回づつ数え'.相似鏡に

て正確に嘩準牢鑑別し,之を記録した･佃斑験温

鹿 は28土0.8oCでb-つて,定温静内の基来泊庇は

庵 ･に飽和に保つ様にL,た･

町.貿駈結果及び考察

第2世代成虫脱出臥 : 第2世代成虫の羽化放

出数を1雌雷について示せば,第1衣の如くであ

ち._ ′

･.第i泉 ;筋2世代成虫取出数

頂~㌃訂~中節 盲高 車 画 1音義 l前 売

第1表k:示し克如く;第2代成虫の羽化晩出政

は米の含水量高まるにつれて次第に多くなか,17

･8%寝に於いて最 も多数を示した'･更にそれよ少

食重畳高まると脱出数は;幾分減少の傾向を示し

19%直に於いては柏常の減少をみ牢･

成虫の羽化耽出は蟹険の進行過程中に於いて,

常に同様の傾向を示したかというに,決して左様

ではな'(,今その有様を国元すれば第1固め如く4

である･第1団.Kよれば'賃験開始後40日日迄は■
羽化脱出数は含水盈高き程多く,19.0%臥 17.8



%国'16･芦%匠,1,4･5%匹,11･4%匹の頂であっ
た∴それよか以後晩的終了達は,~17.8%四位芯と

なり,14.5%罷及び16.8%拓では,40日自明から∫
70日日近く迄は,既出数は逆になり,14.5%匹の

方が相常多かった.今此塊で問題になることがあ

る-.それは賢験中には材料に用ひた米の含水丑が

との程度に班化したかといふことである.定温器

円の基来泊庇は飽和Z)状態であったし,また瓶中

に虫が居れば,その中あ豊泉は勿論,米粒の含水
丑も虫の新決代謝によって産出された水分PZ:よっ

て高まって来る筈である･その程度を知る環に,
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筋l国:日数の柘過に伴う羽化取出虫数の変化
(1雌-5)

賃験終了後,再びその含水丑を桧した結果によれ
ば,11･4%寝にあっては5瓶共米の水分に殆んど

奨化が見られなかった･.14･5%匠にあっては最低

O･5%,最高1･7%の甲加が見られた.16.8%同
にあっては6.4.-110%,17.8%寝では0.2-4.98

,00',また■19L.0%隈では1.6-5%の増加を示して居

た.ユ'7.8タ抱 中の2瓶及び19%匹の全部はその含

水丑-00%を央放して屈たが'之は恐らくココアノ

dのgT眺代謝のみによるもの･Cはなく,米白身並

びに生じた穂の産出し準水分が加わったのにもよ
るものであろう･之碍pTf験では'開始後60日日

頃より次節に徴を生じた･この事が或'piココクノ

ウの敬宵を阻昏し,羽化脱出政を城じたのでは一な

いかという懸念がある･雄を生じた7瓶を除いた

他の瓶に.あっては一ココクi/クの萄宵を阻著され

る様なことは撫かったものと瓜う･そしてまた節

様な奨化は第2世代が相常多数羽化放出して罪各

様になってから急激に焚化したものと思う･̀ :

次に問題になるものは産卵教である･はじめ親

に選んだ虫は羽化したばかりゐ正常な成虫であっ

て.何れもTE殴開始後30日間は生存した.また米

粒は前途の7瓶を除き,左程外観上の襲イぬ 認め

られす,只虚々に食症を環して居た位であるから

多分含水量に変化はあったとしでも,大体各笹井

最初準備し夷程度に近い含水量を保持,して居たも

のと思う･従って産卵数には只保件として輿えた

最初の米の含水量のみか影響したLものとみて差支

えないと思う.

19%笹は前述の如く全部徴を生じたが,17･8%

国に於いて徴を生じたる2瓶と然らざる鹿の塩と

を比較するに或は敬を生じたととによって'1多少

萄晋が転官され,黙らざる場合に比して多少羽化

脱出数を城する様な結果丘なったかとも思われる

のであるが,串Tfに於てk第2世代の羽化脱出数

は却って敬を生じたる2瓶の方が,他の瓶に於け

るよりもはるかに多かった.又11.4%匠は正常な

産卵が行われたが畿青が出来なかったためか,そ

れとも正常な産卵が行われなかったために第 2

世代成虫の脱出が少かったのか判然としない･
′

伶本質験申,苛靖の著しかった19%置及び17･8

%隈の一部では,米粒が既出成虫によって食事さ

れ'8転めにI,米粒間に幼虫が放り出された･その

幼虫数は17･8%匠では1瓶常0･8匹,19･0%匹で

は13･8匹であった･ .

第2世代脱出成虫の性比 .' 第2世代取出成虫

についてその性比を示せば第2衣の如くである･

第2表 :約2化代脱は成虫の性比 (%)

壷の合畑.lill4%巨4･叫 ･7･8%L19･0%

第2世代の羽化既出数を翰するに,ll.4%寝を

除き各区共雌社の数に犬なる差が見られ,何れも

早 :一昔 が 8･'.2に近い敦を示しTC居る･11･4%

笹は既出数が非常に少いので∴その結果から性比

を論するのは穏常でない･,涛普段と併行して行わ
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れた近木のコクrjクの賀漁では,之′も亦各値共

早 :昔 は･1:1とはならす,含水丑多き虚では

早 :古 株 1:2となってココクゾウの場倉とは

逆の結果を生じた･含水丑が高変れば♀が多くな

るかどうかは今のところ判らないがメ賛助の結果

よりすれば 11･4% 直を除いた他の4直が同様に

早.'昔は3.'2となって居るから'或ひはココク

ーノウにあっては性比は♀′の方がはるかに象くなっ
て♀:昔は8:_2叉は2,'1に近いのではないかと

も考えられる∴

羽化脱出迄の期間 : 第2世代成虫の各国につ

いて羽化脱出迄の期間の範囲及びその平均値,̀穏

-準偏差,変異係数を示せば第3表の如くである.′･

但し本質験に於て云ふ弱化取出までの期間とは産

_卯前期問と敬育期間に更に親虫の産卵を縫紋せし

めた期間とが含まれてゐる.

1窮3兼 ;羽化取出までの期間

米の含畑 1位 国 匡 均値恒準偏差桓 鹿

LL安江 (1941)の研兎によれば,ココクゾウの30o

Cに於ける産卵前税調は,範囲は2-29日(H士tn

は7･4j=2･4) となか,敬育日数は雌雄夷に.09-40

日(坤土mEま♀:32･21土0.86,言･･3BL57士0･30)とな

り,第2世代成虫示羽化放出を経る迄には相常や

日数を要したことになる･しかし之等は個休によ

か,季節共他の外国の保件により,相常著しtJl変
動をなすことは多くの研究者仁よって確められて

･居る.

本斑駿は (28土03)oCの定温溝田由青によって

希ったのであるが,各位を通じて第2世代成虫の
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第1哀軸ミ現われてから,全然出なくなる迄の期間

は非常に長かった･攻も早いものは茸駿開始後25

日目に現われ,最も遅いものは86日日であった.

安江の研究 (研死に恥 走る米は14..5%の含水丘を有∫

して居た)と筆者の 14･5%寝の場合とを比較する

に,安江の場合にk 30℃ の飼育温度では,産卵

前期間及萄育日数の合計が81-69日に亙っている

那,筆者の場合には賛助開始から羽化晩出までの

期間が 昔:2畠～77日,早:29-85日となb,上記

安江の成績と比校してや 長ゝ期に亘ってい去.

近木のコクゾウの研究でも,大略同様な傾向を示

し'最も早いも.めは28日,長も退Vlものは78日日

であった･而して早期に窮化して葬るものは大部

身堆で,後に至るに従い雌が多くなり,終に汝づ

くと殆んど全てが雌で.あった･之は他の多くの昆

虫の場合と同様で申る･/

第3衣によって分る横に,平均値旺多少各拓に

よって差が見られる様であるが'碍準桐藷及び津

具係数には殆んど大差が見られない･之等を羽化

投出期間の範囲と併せ考える軌 羽化脱出の状億

は一例 (16･8%区の♀の場合)を除き,-殆んど企て
' 4

が正常分布曲線又はモー71が幾分左に偏った山根 ′

に近い形を示す様に思われる･16･8/Oo'隈の雌の場

合はモードは塩分右に偏って居る棟に思われる.

平均値は一般に各置共雌の方が高い値を示して

居る･各位について云えば,餌姓の如く相常益が

見られるが今その関係を図示すれば第2町の如く

である･

(羽化既出までの期間)
第2部:栄の含水丘とココグゾウの釧 脱 出ませ
の期間との関係

こiに注目さる乍をは'雌堆共に16･8%のとこ

ろ･を最高として,全 く同様な傾向を示して居るこ

とである.云いかへれぼ,雌雄共に16.82i直が最も



/遅れて第2世代A,S投出したことになる･そしてそ

れより含水量か低くても,高くても16.8%頂より

も早期に第2.世代が脱出して非る桟になった･.近

木のコクノウの研究の場合も同様である,しかし

大抵の昆虫では之と正反封の傾向を示して,】0-

20%位の含水丑であれば,中央附近が尿も低′くな

り,南極に至る推づれて上昇するのが雷然o/如く

思われる･串Tf･鰐琴類等ではその様なことが知

られて居るが'ココクゾウ及びコクノウにあって

は的宥め場合とは異り常に第2園の如き結果とな

るのかどうか再扮討を要する問題だと思う.

Ⅳ･要 約

ユ･異なった含水丑を保有する米穀11.4%,14.5

%,16･8%,17.8%,19.0%,各々につきコ

コクノウの琴穂の状倍を研究した.

2･第2世代の羽化呪出組数は17.8% 港長も多

く.19.0%罷,16.8%匠,14.6%匹,ll.4%

･低の順であった.而して11.4%位に於いては
殆んど啓祇し得なかつ●た.

3･第2世代の羽化耽出成虫の性比は,11･4%匹

.を除､けば何れも雌教著しく多く,令:早は大

喝2‥.3であっ7t'･ ,

4.第1玩紬ミ出現する迄,及び脱出路7迄の期間

､ は各国共左程大なる差はない枝で,夫 2々5-

29日及び74⊥86日であった.

5･羽化脱出迄の期間の平均値は常に雌の方が放

よb高い値を季した･而して平均値の長大な
のは雌堆共.16･8% 筒で,それより･含水丑がヽ
.高くなっても,.低 くなっても平均値は小とな

った･積率偏差及む奨異係数は各置共殆んどヽ /
差なくまた雌雄間にも殆んど差を草 じなかっ

た.
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onthevitalityAndmtèofmu'Itil-1ic札tiozl
ofccrtaillgraininsectstlndcrvarious
conditioムoftcmperaturcan(Imol'sturc.
ReportGraJ'nPestsCommittcc.1.

Einds･W･E･&W･F･Tllrn?r･(191])
TJifehistoryofthericeweevilinAeabama.
J.Econ.Ent.,4;230-236

近露万太郎'岡村床 (1926)栄賓の乾燥並に密封と雷魚
の緊砥及び米の蝕C.車.現宜研究.44:1-10.

河野常盛 (1936):米殻害虫の被害様式. 腰間動物準
坪誌,8.'109-110.

I (1941):一味慈貯蔵の研究,東京

MathLein,R.(1938) Under-socknhgcrrocr
andcfocrradsskadedjur.Ⅰ.lEornrivcln,
Calmndmgranaria.OChrisriveln,Calatltlra
ory2:aC,Dcrasbiologi ochbckacmpiliIlg.
Medd.Vacxtskyddsanst,23:91.

中山昌之跡 (1932):現象の研究･ 朝鮮把,EF府正字試

＼ 庖 場研究頬骨.18.:25-69.

丁一二 一 (1939): 外部因子の甘攻究雄に及ぼす影
野･動物懲碓誌'51:L304lJO7･
(1940): 生活通弧下に於ける質敦個体問

緊敬の和遇が米懲町域に及ぼす虫巧の影響に就い
て･日本耶 好協会胡乱 15･'108-111.

Robinson,W･(1928).RcsponscAZldadaptr･
是L tionof･'nsectstocxternnlstimuli.An n.
i Eat.Soc.Amer.2T.I407_417.
苗穂契 (1924)-;J栄質の≡大審虫に就いて･ 児虫世
界.28:146-154.

- (1925)! 金波せる東京深川に於ける貯袈苦虫
の再生に託きてi病虫害許諾,12:18-22.

- (1925):∵最新研究米宕苦虫に就きて･且虫世
界,29:260-293.

- (1931): 芋虫の発生による者勧め発熱問題序

説･昆虫世界135:8T12,44-49,74-78･
- (1931):米安の苦虫と取除孜防.附一役貯歳
穀物の冒虫.玄乱 1

- (1933); 岱虫の発生による放物の発熱の原田

に関する研兜結論･昆虫iu:界･37:10丁-19･
二 二.(193･1)‥ 岱虫の発生による敷物の辺燕の原Eq
に関する班於的研兜.東京.

TcJ'chmim.E.也A.Andrcs(1920)CalandrA
.granariatln(ICalandr空 OryZaeATEGct･
rcidcSChadll'ngC.Z.Ang.Ent.,6,1-24･
近木英哉 (1947)コクゾウの羽化に及ぼす米の含水缶の
形や.防虫科軌 7･8･9,56-6O･
坪井泣也 (1朗1)･'コタブ?の研究'関西届虫嬰全会謂
11･'31-36･､

wigglcsworth,V･B･(1939)Theprinciplcs'oL
inscct王)hysiology.London.

､安江安立 (1911); コ･コクy'.クの讃宵に及ぼす湿度の
形℡･関西以 ミ甲仝･tlm･.IT:由一4ち･

61


